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◇例会日　毎火曜日　19：00～20：00

◇例会場　◆埼玉グランドホテル本庄

◇事務所　埼玉グランドホテル本庄内　〒367－0041本庄市駅南2－2－1

　　　　　Tel : 0495-23-0141 ／ Fax : 0495-23-0141

 　　　　　E-mail : rotary@mail.honjo.ne.jp

◇会長　矢部　一臣

◇幹事　星野　栄一

◇会報広報委員会／委員長　飯塚能成

　　　　　　　　／委　員　木村真純　堀川　明

第735回例会　　　　6月30日（火）　　　　　　発行　平成21年7月6日(月)

司　会　／　松島雄二SAA

点　鐘　／　19時00分　矢部一臣会長

ソング　／　□　我等の生業

            □　四つのテスト斉唱

会長挨拶

国際ロータリーのテーマ
（Rotary International Theme）

２００９－１０年度のＲＩテーマ

『THE FUTURE OF ROTARY IS IN YOUR 

HANDS　ロータリーの未来はあなたの

手の中に』

　皆様、今晩は。

　本日は、お忙しい中、会員、そして、我々クラ

ブの活動を最も身近なところで支えて頂いている

会員家族の皆様にご参加を頂き、２００８－９年度、

本庄南ロータリー・クラブの最後の例会である「サ

ヨナラ例会」が開催できますことに感謝申し上げ

ます。あらがとうございます。

　また、今日、この場において、一年間の活動の

報告とお礼ができますことは、皆様のお蔭様と、

重ねて深く感謝申し上げます。ありがとうござい

ます。

　本年度は、２００８年７月から、本庄南ロータ

リー・クラブの「夢に向って（Act toward our dreams）」

というテーマのもと「奉仕」と「親睦」を図るな

かで、魅力あるクラブ創りを目指して活動してま

いりました。

　特に本年度は、充実した例会活動に最も力を注ぎ、

卓話、会員スピーチ、研修会、家族例会、移動例

会の他、他クラブとの交流例会、早稲田大学大学

院留学生との交流例会、卓話講師や交流ある各種

ボランティア団体、他の関係各位を招いてのオー

プン例会等の充実した例会活動ができました。

　例会を通してロータリー・クラブの情報を外部

に伝えることもできたのでないかと感じています。

　特に早稲田大学大学院留学生との交流例会は、「花

見」、「交流と日本文化実感」をテーマに２回開

催しましたが、本当に多国籍、沢山の参加者を頂き、

ワールド・ワイドに有意義な交流例会ができたと

感じています。

　２００８－９年度の李東建ＲＩ会長は、『世界

中のロータリアンに地域社会の最も大切な資源で

ある「子供たち」に光を当てていただきたいのです。』

との願いのもと今年度テーマを「夢をかたちに」

としましたと、おっしゃられました。

　本年度、本庄南ロータリー・クラブでは、世界

の「子供たち」のために「夢をかたちに」するた

めの奉仕プロジェクトとして、募金活動による国

際奉仕活動を実施することができました。

　その他、CLPを採用し、根岸前年度から山田次年

度への承継役として、皆様のお陰様をもって、例

年の如くロータリー財団、米山奨学会への貢献等、

例年の恒例事業も積極的に実践できたと思ってい

ます。

　一年の報告とお礼の最後にあたり、本年度、皆

様から頂いたご指導ご鞭撻を引き続き山田次年度

に頂き、更なるクラブの充実した活動にご尽力の程、

お願い申し上げます。

　２００９年の国際協議会でジョン・ケニーＲＩ

会長エレクトは、ロータリーの未来は、個々のロ

ータリー・クラブによって形成される、強いロー

タリーを守り抜くために行うことが、ロータリア

ンとして、私たち一人ひとりのためになる。みん

なのためにロータリーの針路を決めるのは、私た

ち自身の日頃の行動であり決定であると、すばら

しい、言葉を述べられています。

　そこで、今日のロータリー情報は国際ロータ
リーのテーマ（Rotary International Theme）
です。

　国際ロータリーのテーマ（Rotary International 

Theme）は、会長から､毎年､発表されるロータリー･

メッセージです。このテーマは､ロータリー年度を

通じて新しい奉仕活動計画を方向づけるものです｡

 

会長テーマ　【夢に向って（Act　toward　our  dreams ）】1

矢部一臣　会長
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 ２００９年１月１９日、

サンディエゴで開かれた

国際協議会で、ジョン・

ケニーＲＩ会長エレクト

は、２００９－１０年度

のＲＩテーマ、「ロータ

リーの未来はあなたの手

の中に」を次期地区ガバナーに向けて発表しました。

　ケニー氏は、「ただいま、この会場を見渡し、私

が目にしているのは未来、ロータリーの未来です。

地球上にくまなく存在する3万3,000の地域社会の未

来です。私には、その未来が、そしてよりよい世界

への希望が見えます。」と、スピーチを始めました。

また、ロータリーの創始者ポール・ハリスが1913年

の国際大会で話した「よきロータリアンとなるには、

昨日より今日のほうが多くの努力を伴います。そし

て、今日より明日のほうがもっと多くの努力を求め

られるでしょう。」という言葉を紹介しました。そ

して、それは今日でも当てはまると述べました。

 「私たちはロータリーの将来を決める責任があり

ます。ですから、2009－10年度の私のテーマは、『THE 

FUTURE OF ROTARY IS IN YOUR HANDS　ロータリー

の未来はあなたの手の中に』です。」と、テーマが

発表されると、大きな拍手が巻き起こりました。

 ケニー氏は「ロータリーの未来はエバンストンに

あるＲＩ本部で形づくられるのではなく、個々のロ

ータリー・クラブによって形成されるのです。強い

ロータリーを守り抜くために行うことが、ロータリ

アンとして、私たち一人ひとりのためになります。

みんなのためにロータリーの針路を決めるのは、私

たち自身の日頃の行動であり決定です。ロータリー

の未来というのは、エバンストンで形づくるもので

はありません。各ロータリークラブが形づくるので

す。ロータリアンとして、私たち一人ひとりがロー

タリーを力強く引き継ぐことができるのかというこ

とを考えて実践していかなければいけません。ロー

タリーをどのような方向にもっていくのか、という

ことを、私たちの行動で示さなければいけません。

ですから、ロータリーの未来はあなたの手の中にあ

るのです。」と述べました。

 ケニー氏は、新しいプログラム、無理な目標を立

てるつもりはないと述べたうえで、年度が始まった

ときより、終わるときに少しでも会員が増えている

ことをお願いしたいと話し、会員維持に努めるよう

要請しました。

 「ロータリーでは、すべてがクラブに始まり、ク

ラブで終わります。クラブは協力し合うことを知っ

ています。

 所属地区との協力はもちろん、財団からの支援の

下、ほかのクラブや地区とも力を合わせています。

しかし、究極的には、私たちが達成することはすべ

てクラブの力のなせる業であると言えるでしょう。

ですから、クラブは、どこでどのように奉仕するの

がベストかを決める自治権を持たなくてはなりませ

ん。

 私たちの仕事は、ある年度に決められた分野の奉

仕のみを行うべきだとクラブに押し付けることでは

ないのです。しかし、私たちはまた、発展し続ける

ために、奉仕における継続性を目指します。強調事

項を掲げ、ロータリーの奉仕を最も必要とし、その

奉仕から最も多くを得られるさまざまな分野にエネ

ルギーを向けるようクラブを奨励するのはこのため

です。水、保健と飢餓救済、識字率向上は、今後も

強調事項として掲げられていくことでしょう。新し

いロータリー年度、私は皆さんに経験から学び成功

を積み重ねていくようお願いいたします。子どもた

ちだけでなく大人も含む家族の健康と福利のために、

どうか奉仕を続けていってください。」と述べました。

 ケニー会長は、ＲＩ理事会が作成した長期計画の

下、奉仕、親睦、多様性、高潔さ、リーダーシップ

という中核となる価値観について紹介しました。

 そして、「ロータリーが繁栄するか低迷するか、

その奉仕が大きな影響を及ぼすのかそれほどでもな

いのか、その名が敬意とともに広まっていくか過去

の遺物として忘れ去られるかは、すべて皆さん次第

です。“ロータリーの未来はあなたの手の中に”あ

るのです。私がよく引用するスコットランドのこと

わざに“自分の庭の外に目を向けよ”というものが

あります。自分の家庭や地域社会を超えて物事を考

えなければならないという意味です。自分たちのニ

ーズは世界中の国々に存在する数多くの地域社会の

ニーズの一つなのだと、私たちは悟るべきです。そ

れぞれの地域社会には、なすべき仕事が待ち受けて

います。ロータリアンとして、座視しているわけに

はいきません。私たちは、責任を引き受けます。必

ずできる、そしてやらねばならないのです。朋友の

皆さん、先人が私たちのために敷いてくれたレール

に沿って、この素晴らしいロータリーをより強き組

織へと導き、平和に満ちて健全な、よりよき世界を

築いていく上で、皆さんからご支援いただけるもの

と期待しております。私一人ではできません。皆さ

んの助けが必要です。この組織をこよなく愛する皆

さんが、期待を裏切るはずがないと私は信じます。

ロータリーの未来は、皆さん次第です。"ロータリ

ーの未来はあなたの手の中に"あるです」と結びま

した。

　　　　（ロータリージャパンから）

１．本庄ライオンズクラブより会長・

　幹事・会計３名様より本年度の退任

　挨拶と新役員の就任挨拶が来ており

　ます。

２．児玉絵画クラブより展示会案内

　　場　所　セルディ

　　期　間　7月4日～5日

幹事報告 星野栄一　幹事
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矢部一臣会員

　皆様のお陰様をもちまして、無事一年間、充実し

た活動ができました。ありがとうございました。

星野栄一会員

　お世話になりました。

山田勝治会員

　矢部会長、星野幹事、一年間ご苦労様でした。

小松政敏会員

　矢部会長、星野幹事、ご苦労様でした。今後とも

　よろしくお願いします。

根岸良行会員

　一年間お世話になりました。会長、幹事、ご苦労

　様でした。
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出席報告

ニコニコボックス

清水正一　出席委員長

�会員数� 出　席� Ｍ　Ｕ� 欠　席� 出席率

� 21名� 15名� 6名� 0名� 100％

735回点鐘

花束贈呈

乾杯

戸谷会員へ皆勤賞 根岸会員へ皆勤賞

新旧会長

新旧幹事

矢部会長より会長バッジが
山田会長エレクトへ


